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は
じ
め
に

　

2
0
0
7
年
4
月
、内
閣
官
房
長
官
主
宰
の「
新

健
康
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
戦
略
賢
人
会
議
」に
お
い
て

策
定
さ
れ
た「
新
健
康
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
戦
略
」の

中
で
、「
女
性
の
健
康
力
」が
柱
の
1
つ
に
位
置
付

け
ら
れ
た
。こ
れ
に
基
づ
き
、厚
生
労
働
省
は
、女

性
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
、充
実
し
た

日
々
を
自
立
し
て
過
ご
す
こ
と
を
総
合
的
に
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、08
年
よ
り
、3
月
1
日

〜
8
日
を「
女
性
の
健
康
週
間
」と
定
め
、国
お
よ

び
地
方
公
共
団
体
、関
係
団
体
等
、社
会
全
体
が

一
体
と
な
っ
て
、各
種
の
啓
発
事
業
や
行
事
な
ど

を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、こ
の
女
性
の
健
康
週
間
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
、
女
性
を
取
り
巻
く
現
状
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
日
本
医
療
政
策
機
構
の
実
施

し
た「
働
く
女
性
の
健
康
増
進
に
関
す
る
調
査

2
0
1
8
」の
結
果
を
踏
ま
え
て
、働
く
女
性
の

健
康
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、と
く
に
後
半
で
は
健
康
保
険
組
合
の
状
況

を
中
心
に
考
察
し
た
い
。

社
会
環
境
と
健
康
課
題
の
変
化

　

日
本
に
お
け
る
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
女
性

の
就
業
率
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。し
か
し
、

就
業
を
希
望
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

育
児
・
介
護
等
を
理
由
に
働
け
な
い
女
性
が
約

3
0
0
万
人
に
上
る（
１
）。さ
ら
に
は
出
産
・
育
児

等
に
よ
る
離
職
後
の
再
就
職
時
に
非
正
規
雇
用

者
と
な
る
人
が
6
割
近
く
を
占
め
る
。管
理
的
職

業
従
事
者
に
お
け
る
女
性
の
割
合
も
11
・
3
％
と

国
際
的
に
み
て
も
低
い
水
準
で
あ
る（
２
）。こ
う
し

た
背
景
か
ら
、15
年
に
は「
女
性
活
躍
推
進
法
」が

成
立
し
た
。就
労
を
希
望
す
る
全
て
の
女
性
が
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け

た
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
行
動
計
画
の
策
定
・

公
表
や
、女
性
の
職
業
選
択
に
資
す
る
情
報
の
公

表
が
事
業
主（
国
や
地
方
公
共
団
体
、民
間
企
業
等
）

に
義
務
付
け
ら
れ
、国
を
挙
げ
て
こ
う
し
た
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

事
業
所
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
が
進
む
な
か
、

女
性
特
有
の
健
康
課
題
も
変
化
し
て
い
る
。現
代

の
日
本
人
女
性
は
、初
潮
を
迎
え
る
年
齢
が
12
歳

前
後
と
、以
前
と
比
べ
て
早
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

妊
娠
・
出
産
回
数
の
減
少
や
授
乳
期
間
の
短
縮
と

い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
も
要
因
と
な
り
、

女
性
が
生
涯
に
経
験
す
る
月
経
の
回
数
も
増
加

し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、戦
前
の
女
性
の
生
涯

の
月
経
数
が
50
回
程
度
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、現

代
女
性
は
そ
の
約
9
倍
の
4
5
0
回
程
度
に
増
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特 集  女性の健康づくりを考える

加
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る（
３
）。月
経
回
数
の
増

加
の
結
果
、女
性
ホ
ル
モ
ン
が
影
響
し
て
起
こ
る

子
宮
内
膜
症
や
子
宮
筋
腫
、卵
巣
嚢の

う
し
ゅ腫
、乳
が
ん

な
ど
、女
性
特
有
の
疾
患
が
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、男
性
ホ
ル
モ
ン
は
加
齢
に
よ
っ
て
分
泌

が
緩
や
か
に
低
下
す
る
の
に
対
し
、女
性
ホ
ル
モ

ン
は
更
年
期
に
急
速
に
低
下
す
る
た
め
、閉
経
前

後
に
更
年
期
症
状
を
訴
え
る
女
性
が
多
く
み
ら

れ
る
。さ
ら
に
、女
性
ホ
ル
モ
ン
は
骨
や
循
環
器

な
ど
に
も
影
響
し
て
い
る
た
め
、減
少
す
る
と
骨

粗
し
ょ
う
症
、心
筋
梗
塞
、高
脂
血
症
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
、男
性
と
は
異
な
っ
た
健
康
問

題
が
生
じ
る
。

　

事
業
所
に
お
け
る
健
康
対
策
と
し
て
、こ
れ
ま

で
は
、生
活
習
慣
病
予
防
と
し
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
な
ど
、主
に
男
性
が
対
象
と

な
る
取
り
組
み
が
中
心
で
あ
っ
た
。し
か
し
前
述

の
通
り
、活
躍
す
る
女
性
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、

女
性
特
有
の
健
康
課
題
を
踏
ま
え
、女
性
の
健
康

へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
に
対
す
る
注

目
が
、近
年
高
ま
っ
て
い
る
。

女
性
の
健
康
増
進
策
の
動
向

　

こ
れ
ま
で
優
先
順
位
の
低
か
っ
た
働
く
女
性

の
健
康
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、政
府
の

注
目
も
高
ま
っ
て
い
る
。14
年
に
内
閣
に
設
置
さ

れ
た「
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
本
部
」

が
、18
年
6
月
に
決
定
し
た「
女
性
活
躍
加
速
の

た
め
の
重
点
方
針
2
0
1
8
」（
４
）
に
は
、女
性
が

働
き
や
す
い
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、職
域
に

お
け
る
女
性
の
健
康
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み

の
促
進
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

ま
た
、19
年
の
経
済
産
業
省
に
よ
る
健
康
経
営

銘
柄
と
健
康
経
営
優
良
法
人
の
選
定
・
認
定
要
件

に
お
い
て
は
、「
女
性
の
健
康
保
持
・
増
進
に
特
化

し
た
施
策
」に
関
す
る
設
問
が
追
加
さ
れ
た
。今
後
、

働
く
女
性
の
健
康
増
進
対
策
は
、企
業
が
取
り
組

む
べ
き
重
要
事
項
と
し
て
認
識
が
高
ま
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の

重
要
性

（
1
）調
査
概
要

　

当
機
構
で
は
、「
女
性
の
健
康
に
関
す
る
ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
」が
、女
性
の
健
康
行
動
や
労
働

生
産
性
、必
要
な
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
関
連
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
の
も
と
、横

断
研
究
を
実
施
し
た
。調
査
会
社
の
パ
ネ
ル（
調

査
対
象
者
）の
モ
ニ
タ
ー
で
あ
る
全
国
18
〜
49
歳

の
フ
ル
タ
イ
ム
の
正
規
社
員
・
職
員
と
フ
ル
タ
イ

ム
の
契
約
社
員
・
職
員
、派
遣
社
員
・
職
員
女
性

2
0
0
0
人
を
対
象
と
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調

査
を
行
っ
た
。な
お
、本
人
も
し
く
は
家
族
が
医

療
従
事
者（
５
）
の
場
合
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
段

階
で
対
象
か
ら
除
外
し
た
。ま
た
、年
齢
・
地
域
に

関
し
て
は
、全
国
の
人
口
動
態
と
同
様
の
比
率
と

し
た
。

（
2
）ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は

　

本
調
査
で
は
、女
性
の
健
康
に
関
す
る
ヘ
ル
ス

リ
テ
ラ
シ
ー
の
定
義
を「
女
性
が
健
康
を
促
進
し

維
持
す
る
た
め
、必
要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
、

理
解
し
、活
用
し
て
い
く
た
め
の
能
力
」と
し
た
。

つ
ま
り
、体
の
仕
組
み
や
女
性
特
有
の
疾
病
知
識

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、情
報
の
取
捨
選
択
、

医
療
関
係
者
等
へ
の
相
談
、女
性
特
有
の
症
状
へ

の
対
処
と
い
っ
た
行
動
を
伴
う
必
要
が
あ
る
。な

お
、女
性
の
健
康
に
関
す
る
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

の
測
定
に
際
し
て
は
、日
本
人
の
働
く
女
性
を
対

象
に
女
性
生
殖
器
特
有
の
疾
患
を
予
防
お
よ
び

早
期
発
見
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
、性
成
熟
期

女
性
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
尺
度（
６
）（
以
降
、「
ヘ

ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
尺
度
」）を
使
用
し
た（
図
表
1
）。

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
尺
度
は「
女
性
の
健
康
情
報

の
選
択
と
実
践
」「
月
経
セ
ル
フ
ケ
ア
」「
女
性
の

体
に
関
す
る
知
識
」「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
性
相
談
」

の
4
因
子
、21
項
目
と
、知
識
を
活
用
し
た
行
動

に
関
す
る
項
目
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。各

項
目
に
関
し
て「
あ
て
は
ま
る
」「
や
や
あ
て
は
ま

7 健康保険■ 2019.2
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る
」「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」「
あ
て
は
ま
ら

な
い
」の
4
段
階
で
評
価
し
た
。

（
3
）労
働
生
産
性
と
は

　

労
働
生
産
性
に
つ
い
て
は
、
健
康
と
労

働
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
す
る
質
問
紙

（
H
P
Q
：Health and W

ork Perform
ance 

Q
uestionnaire

）
日
本
語
版（
７
）
を
使
用
し
た
。

H
P
Q
は
、過
去
4
週
間
の
就
労
状
況
と
就
労
中

の
仕
事
の
遂
行
状
況
を
質
問
す
る
こ
と
で
、休
業

に
よ
る
損
失（
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
）と
、欠

勤
す
る
こ
と
な
く
出
勤
は
し
て
い
る
も
の
の
、身

体
的
・
精
神
的
な
不
調
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

（
職
務
遂
行
能
力
）の
損
失（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ

ズ
ム
）の
双
方
を
捕
捉
で
き
る
指
標
で
あ
る
。

　

今
回
の
分
析
で
は
、H
P
Q
の
ス
コ
ア
リ
ン

グ
の
定
義
に
基
づ
き
、絶
対
的
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ー

イ
ズ
ム
と
絶
対
的
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
を

算
出
し
た
。
ま
た
、H
P
Q
の
う
ち
プ
レ
ゼ
ン

テ
ィ
ー
ズ
ム
の
質
問
内
容
を
参
考
に
、
月
経
時

や
月
経
前
症
候
群（
P
M
S（
８
）：Prem

enstrual 
Syndrom

e

）時
、更
年
期
症
状
や
更
年
期
障
害（
９
）

が
あ
る
と
き
の
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関

す
る
測
定
項
目
を
作
成
し
、同
様
に
質
問
し
た
。

（
4
）解
析
手
法

　

本
調
査
で
は
、ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
尺
度
合
計

得
点
を
中
央
値
で
あ
る
56
・
0
点
で
二
分
し
、中

央
値
56
・
0
点
以
上
の
群
を「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

高
群
」、55
・
0
点
以
下
の
群
を「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
低
群
」と
し
、2
群
間
の
比
較
検
討
を
行
っ

た（
図
表
2
）。

（
5
）調
整
項
目

　

今
回
の
回
答
者
に
つ
い
て
、ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

と
学
歴
、婦
人
科
系
基
礎
疾
患（

10
）
の
有
無
、子
ど

も
の
数
で
相
関
関
係
が
み
ら
れ
た
た
め
、そ
れ
ぞ

れ
の
項
目
に
つ
い
て
調
整
を
行
っ
た
。年
齢
に
つ

い
て
は
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
有
意
な
関
連
は

2019.2 ■健康保険 8

図表1 　性成熟期女性のヘルスリテラシー尺度

項　　　目

１. 女性の健康情報の選択と実践
	 １.1	 自分の体について、心配ごとがあるときは、医療従事者（医師・保健

師・看護師・助産師等）に相談することができる
	 １.2	 インターネット・雑誌等で紹介されている女性の健康についての情報

が正しいか検討することができる
	 １.3	 自分の体調を維持するために行っていることがある
	 １.4	 女性の健康についての情報がほしいときは、それを手に入れることが

できる
	 １.5	 女性の健康についてのたくさんの情報から、自分に合ったものを選ぶ

ことができる
	 １.6	 医療従事者（医師・保健師・看護師・助産師等）のアドバイスや説明

にわからないことがあるときは、尋ねることができる
	 １.7	 日常生活の中で見聞きする女性の健康についての情報が、理解できる
	 １.8	 自分の体のことについて、アドバイスや情報を参考にして実際に行動

することができる
	 １.9	 医療従事者（医師・保健師・看護師・助産師等）に相談するときは、

自分の症状について話すことができる

２. 月経セルフケア
	 ２.1	 自分の月経周期を把握している
	 ２.2	 体調の変化から月経を予測することができる
	 ２.3	 月経を体調のバロメーター（基準・目安）にしている
	 ２.4	 月経時につらい症状があるときは、積極的に対処法をおこなっている
	 ２.5	 月経に伴う心身の変化に気づいている

３. 女性の体に関する知識
	 ３.1	 月経のしくみについての知識がある
	 ３.2	 妊娠のしくみについての知識がある
	 ３.3	 子宮や卵巣の病気についての知識がある
	 ３.4	 性感染症の予防についての知識がある
	 ３.5	 避妊の方法についての知識がある

４. パートナーとの性相談
	 ４.1	 必要なときは、パートナーと避妊について話し合うことができる
	 ４.2	 パートナーと性感染症の予防について話し合うことができる
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特 集  女性の健康づくりを考える

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、可
能
性
の
あ
る
調
整
変

数
と
し
て
、前
述
の
調
整
項
目
と
同
様
に
分
析
に

用
い
た
。な
お
、ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
役
職
、収

入
に
つ
い
て
は
、相
関
関
係
が
み
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
、調
整
は
行
わ
な
か
っ
た（
図
表
3
）。

（
6
）調
査
結
果

●
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
と
婦

人
科
系
症
状
に
対
処
す
る
傾
向

　

現
在
ま
た
は
過
去
に
、不
規
則
な

月
経
や
正
常
で
な
い
出
血
等
、月
経

9 健康保険■ 2019.2
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人

　
　
　
　数

出典）日本医療政策機構「働く女性の健康増進に関する調査 2018」

図表2 　ヘルスリテラシー合計得点の分布図

図表3　調整項目

 人　　数 2,000 1,015 985 －
 学歴 大卒以上 1,002(50.1%) 561(55.3%) 441(44.8%) p＜0.01
 婦人科疾患既往歴あり 481(24.1%) 312(30.7%) 169(17.2%) p＜0.01
 子どもの数 1.374±0.7592 1.442±0.8046 1.304±0.7030 p＜0.01
 年　　齢 35.822±8.0652 35.888±7.8860 35.754±8.2492 p＜0.01

高ヘルスリテラシー群 低ヘルスリテラシー群
p値※

（ヘルスリテラシー高群 vs
ヘルスリテラシー低群

全　　体分　　類

ヘルスリテラシーと学歴、子どもの数、基礎疾患の有無において相関関係がみられたため、それぞれの項目について調整を実施した

 役職あり 122（5.8％） 65(6.6%)  47(5.0%) p=0.763
 個人年収300万円以上 650(32.5%) 342(33.7%) 308(31.3%) p=0.521

高ヘルスリテラシー群 低ヘルスリテラシー群
p値

（ヘルスリテラシー高群 vs
ヘルスリテラシー低群

全　　体分　　類

以下の項目は相関関係がみられなかったため、調整は行わなかった

出典）日本医療政策機構「働く女性の健康増進に関する調査 2018」

※「統計的有意水準」を意味し、統計的に有意かどうかの程度を示す。一般的に有意水準 0.05 未満であれば P＜0.05と示し、小さいほど有意性が高い。
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に
関
す
る
異
常
が
あ
っ
た
と
回
答
し
た
人
が
約

半
数
で
あ
っ
た
が
、「
何
も
し
て
い
な
い
」人
が
約

45
％
と
最
も
多
か
っ
た
。し
か
し
、ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
の
高
い
人
は
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
っ

た
と
き
に
、市
販
薬
や
医
師
の
処
方
薬
を
飲
む
、

婦
人
科
・
産
婦
人
科
、内
科
を
受
診
す
る
と
い
っ

た
対
処
行
動
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
傾
向
は
、

P
M
S
に
関
し
て
質
問
し
た
結
果
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、現
在
ま
た
は
過
去
に
更
年
期
症
状
や
更

年
期
障
害
が
あ
っ
た
と
回
答
し
た
人
は
約
42
％

で
あ
っ
た
が
、「
何
も
し
て
い
な
い
」人
が
約
64
％

と
半
数
を
超
え
た
。し
か
し
、ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

の
高
い
人
の
場
合
は
、こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
っ
た

と
き
に
約
1
・
9
倍
、市
販
薬
や
医
師
の
処
方
薬

を
飲
む
、医
療
機
関
を
受
診
す
る
等
の
対
処
行
動

を
し
て
い
た（
図
表
4
）。

●
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
低
下
を
抑
制

　

調
査
対
象
者
を
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
群
、

低
い
群
に
分
類
し
、1
カ
月
の
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

が
高
い
人
の
労
働
生
産
性
の
方
が
、有
意
に
高
か
っ

た
。ま
た
、P
M
S
や
月
経
随
伴
症
状
と
い
っ
た

月
経
周
期
に
伴
う
心
身
の
変
化
や
、更
年
期
症
状

や
更
年
期
障
害
に
よ
る
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
変
化
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、多
く
の
人
が
仕

事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
影
響
を
与
え
る
と
感

じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た（
図
表
5
）。

一
方
、ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
人
は
、こ
う

し
た
症
状
に
よ
る
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な
か
っ
た（
図
表
6
）。

　

こ
う
し
た
結
果
か
ら
、ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

●
女
性
向
け
健
康
教
育
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
い

　

学
校
に
お
け
る
保
健
体
育
等

の
教
育
で
重
点
的
に
扱
わ
れ
て

い
る
の
は
、「
第
二
次
性
徴（
月

経
、射
精
）」「
性
行
為
、妊
娠
の

し
く
み
」「
避
妊
の
方
法
や
中

絶
」「
性
感
染
症（
H
I
V
、
梅

毒
、ク
ラ
ミ
ジ
ア
等
）」と
い
っ

た
領
域
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

一
方
で
、こ
れ
ま
で
に
受
け
た

性
や
女
性
の
健
康
に
関
す
る
教

育
の
う
ち
、女
性
が
学
校
で
も
っ

と
詳
し
く
聞
い
て
お
き
た
か
っ

た
内
容
と
し
て
、1
位
は「
女
性

に
多
い
病
気
の
し
く
み
や
予
防
・

検
診
・
治
療
の
方
法
」で
48
・
9
％
、2
位
は「
ど
の

よ
う
な
症
状
の
時
に
医
療
機
関
へ
行
く
べ
き
か
」

で
41
・
1
％
で
あ
っ
た
。学
校
教
育
に
お
い
て
、女

性
特
有
の
疾
病
や
症
状
を
よ
り
深
く
教
え
る
ニ
ー

ズ
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
が
、す
で
に
就
労

し
て
い
る
女
性
に
対
し
て
は
、同
様
の
機
会
を
得

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

ヘルスリテラシー高低群×更年期症状や
更年期障害時の対処行動（n=314）

高ヘルスリテラシー群 低ヘルスリテラシー群

1.00

オ
ッ
ズ
比

出典）日本医療政策機構「働く女性の健康増進に関する調査 2018」

1.87

図表4  ヘルスリテラシーの高い人の方が、更年期症状や更年期障害時に
医療機関の受診や服薬等の対処をする傾向
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る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、企
業
等
が
、女
性
が
必

要
と
し
て
い
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。

●
若
い
世
代
で
目
立
つ
健
康
意
識
の
低
さ

　

18
〜
29
歳
の
世
代
は
、30
歳
代
以
上
の
世
代
と

比
較
し
て
、自
身
の
月
経
周
期
を
把
握
し
て
い
な

い
、体
調
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
を
し
て
い
な

い
、と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
た
ほ
か
、女
性
の
健

康
に
つ
い
て
自
分
に
合
っ
た
情
報
を
選
べ
る
と

回
答
し
た
割
合
が
低
か
っ
た
。若
い
世
代
で
あ
っ

て
も
女
性
特
有
の
症
状
は
あ
る
こ
と
か
ら
、早
い

6.10

6.00

5.90

5.80

5.70

5.60

5.50

5.40

1. 高ヘルスリテラシー群の方が、低ヘルスリテラシー群と比較し、PMSや月経随伴症状時
の仕事のパフォーマンスが有意に高かった。（p＜0.05、共分散分析による結果） 

2. ヘルスリテラシーの測定は「性成熟期女性のヘルスリテラシー尺度」(河田ら、2014)を使
用。尺度合計得点の中央値をカットオフ値とし、高群/低群と分類した。また、年齢、学歴、
子どもの数、基礎疾患の有無を調整変数として投入した。

3. 元気な状態のときの仕事の出来を10点とし、PMSや月経随伴症状時の仕事の出来を0
点～10点で表した。

問い： PMSや月経随伴症状によって、あなたの仕事のパフォーマンス（職務遂行能力）は普段と比
べてどれくらい変わりますか？ 元気な状態のときの仕事の出来を10点とした場合、最も当て
はまる数字を選択してください。変動がある場合は平均でお答えください。

5点
21％

6点
14％

7点
16％

8点
14％

4点
9％

9点
5％

3点
10％

10点
6％

2点 3％

1点 1％0点 1％

元気な状態の仕事の出来を
10点とした場合

PMSや月経随伴症状によるパフォーマンスの変化　（n=2000）

ヘルスリテラシー高低群×PMSや月経随伴症状時の仕事のパフォーマンス（n=2000）

高ヘルスリテラシー群 低ヘルスリテラシー群

6.003

5.779

月
経・月
経
前
症
候
群
時
の

仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

出典）日本医療政策機構「働く女性の健康増進に関する調査 2018」

出典）日本医療政策機構「働く女性の健康増進に関する調査 2018」

図表5  PMSや月経随伴症状によって、元気な状態のときと比較して
仕事のパフォーマンスが半分以下になる人が約半数

図表6  ヘルスリテラシーの高い人の方が、PMSや
月経随伴症状時における仕事のパフォーマンスが高い
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段
階
か
ら
こ
う
し
た
教
育
を
受
け
る
機
会
が
必

要
で
あ
る
。そ
の
教
育
に
あ
た
っ
て
は
、ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
必
要
と
な
る
知
識
が
異
な
る

こ
と
を
踏
ま
え
、各
年
代
に
合
っ
た
知
識
を
提
供

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
定
期
受
診
に
企
業
の
健
康
診
断
が
貢
献

　

女
性
が
自
身
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
、定
期

的
に
婦
人
科
・
産
婦
人
科
を
受
診
す
る
こ
と
は
重

要
な
行
動
で
あ
る
が
、70
％
が
定
期
的
に
婦
人
科
・

産
婦
人
科
を
受
診
し
て
い
な
い
と
い
う
結
果
が

得
ら
れ
た
。

　

一
方
、定
期
的
に
婦
人
科
・
産
婦
人
科
を
受
診

し
て
い
る
人
た
ち
が
、定
期
的
に
受
診
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
理
由
は
、1
位
が「
会
社
の
健
康

診
断
で
定
期
受
診
を
勧
め
ら
れ
た
」で
約
22
％
、

2
位
が「
婦
人
科
・
産
婦
人
科
を
受
診
し
た
時
に

医
師
か
ら
定
期
受
診
を
勧
め
ら
れ
た
」で
約
20
％

で
あ
っ
た
。働
く
女
性
に
対
し
て
は
、と
く
に
企

業
に
お
け
る
健
康
診
断
が
大
き
な
影
響
を
与
え

て
お
り
、受
診
す
べ
き
症
状
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
や
、婦
人
科
・
産
婦
人
科
の
治
療
内
容
の
理
解

促
進
等
、必
要
な
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
促
進
す

る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

健
保
組
合
に
お
け
る
取
り
組
み

の
あ
り
方

（
1
）	 デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
を
生
か
し
た
事
業
主
と
の

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス

　

本
調
査
か
ら
、女
性
特
有
の
健
康
知
識
の
不
足

に
よ
っ
て
、適
切
な
時
期
に
適
切
な
対
処
行
動
を

取
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
女
性
が
少
な
か
ら

ず
存
在
す
る
と
い
う
現
状
と
課
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、女
性
が
こ
れ
ら
の
知
識
を
持
ち
、

そ
の
知
識
を
活
用
す
る
能
力
で
あ
る
ヘ
ル
ス
リ

テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
こ
と
が
、女
性
の
健
康
行
動

や
、さ
ら
に
は
社
会
経
済
活
動
に
好
影
響
を
も
た

ら
す
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、

女
性
へ
の
適
切
な
知
識
の
提
供
や
ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
を
高
め
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、健
保
組
合
と
事
業
主
が
各
々
そ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、両
者
が

協
働
し
て
、情
報
提
供
や
職
場
内
環
境
の
整
備
、

女
性
特
有
の
健
康
リ
ス
ク
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
実
施
す
る
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
が
非
常
に
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
情
報
提
供
や
職
場
内
環
境
の
整
備

①
健
保
組
合
の
機
関
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
、

被
保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
そ
の
家
族
全
員

に
も
届
く
媒
体
に
よ
る
情
報
提
供

　
・	

女
性
特
有
の
症
状（
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご

と
の
女
性
の
健
康
課
題（
月
経
随
伴
症
状
、

P
M
S
、更
年
期
症
状
や
更
年
期
障
害
））

　
・	

女
性
に
多
い
病
気
の
仕
組
み
、予
防
・
検
診
・

治
療
の
方
法

　
・	

ど
の
よ
う
な
症
状
の
と
き
に
医
療
機
関
へ
行

く
べ
き
か

　
・	

婦
人
科
・
産
婦
人
科
受
診
の
重
要
性

　
・	

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
関
連
性

②
女
性
特
有
の
症
状
に
関
す
る
産
業
医
も
し
く

は
産
業
保
健
師
に
よ
る
相
談
体
制
を
各
事
業

所
に
整
備（
女
性
本
人
だ
け
で
な
く
、上
司
や

同
僚
も
相
談
で
き
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

づ
く
り
）

③
実
際
に
保
健
指
導
に
あ
た
る
産
業
医
や
産
業

保
健
師
を
対
象
と
し
た
、女
性
特
有
の
症
状
や

疾
患
に
関
す
る
研
修
会
の
実
施

　●
女
性
特
有
の
健
康
課
題
に
対
す
る

　
サ
ポ
ー
ト
事
業

①
提
携
も
し
く
は
近
隣
の
婦
人
科・
産
婦
人
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
等
の
情
報
を
個
別
に
提
供

②
定
期
健
康
診
断
に
お
け
る
情
報
収
集
や
補
助

	

（
以
下
は
例
）
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※「健康経営」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標である。

　
・	

定
期
健
康
診
断
項
目
と
し
て
婦
人
科
の
検
診

項
目
を
必
須
化

　
・	

婦
人
科
の
検
診
受
診
に
対
す
る
一
部
費
用
負

担

　
・	
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
女
性
特
有
の
症

状
に
対
す
る
問
診
の
実
施

（
2
）	 保
険
者
と
事
業
主
が
保
有
す
る
加
入
者
の

健
康・医
療
情
報
の
効
率
的
な
活
用

　

保
険
者
と
事
業
主
が
そ
れ
ぞ
れ
デ
ー
タ
を
持

ち
寄
っ
て
活
用
す
る
こ
と
で
、従
業
員
の
健
康
状

態
の
全
体
像
を
把
握
し
、コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
効
果

や
効
率
性
を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。例
え
ば
、健

康
診
断
結
果
と
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
解
析
す
る

こ
と
で
、ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
特

定
や
課
題
の
分
析
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
た
め
、よ
り
効
果
的
な
健
康
対
策
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

●
健
保
組
合
が
保
有
す
る
主
な
デ
ー
タ

　
・	

が
ん
検
診
結
果

　
・	

問
診
結
果（
喫
煙
・
運
動
・
食
事
・
飲
酒
・
睡
眠

時
間
）

　
・	

レ
セ
プ
ト（
医
療
費
・
受
診
状
況
・
服
薬
状
況
）

　
・	

傷
病
手
当
金
な
ど

●
事
業
主
が
保
有
す
る
主
な
デ
ー
タ

　
・	

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
健
診
結
果

　
・	

勤
怠
状
況（
病
欠
日
数
・
残
業
時
間
・
有
給
休

暇
取
得
率
）

　

こ
れ
ら
に
加
え
、前
述
の
調
査
結
果
も
参
考
に

し
て
も
ら
い
、例
え
ば
、従
業
員
の
ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
の
程
度
を
踏
ま
え
た
情
報
提
供
や
研
修

を
実
施
し
た
り
、仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の

関
連
性
を
把
握
し
た
り
す
る
な
ど
、健
康
面
だ
け

で
な
く
、労
働
生
産
性
の
向
上
も
見
据
え
た
取
り

組
み
と
す
る
こ
と
で
、事
業
主
と
の
連
携
が
進
み

や
す
く
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
や
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
を
通
し
た

健
保
組
合
の
取
り
組
み
は
、今
後
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
る
。本
稿
で
は
誌
面
の
制
約
も
あ
り
一
部
の

紹
介
に
と
ど
め
た
が
、働
く
女
性
の
健
康
課
題
を

解
決
し
、女
性
が
生
き
生
き
と
働
き
、活
躍
す
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
に
向
け
て
、本
調
査
結
果
の

全
体
版
も
ぜ
ひ
活
用
さ
れ
た
い
。

（【
調
査
報
告
】「
働
く
女
性
の
健
康
増
進
に
関
す

る
調
査
2
0
1
8（
最
終
報
告
）」

https://hgpi.org/research/809.htm
l

）
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夫
婦
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）
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よ
り
算
出

（
4
）	安
倍
首
相
が
本
部
長
を
務
め
、妊
娠
や
出
産
、更
年
期
と
い
っ

た
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
女
性
特
有
の
健
康
上
の
課

題
を
含
む
、今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

（
5
）	本
調
査
で
は
、以
下
の
職
業
を
医
療
従
事
者
と
し
た
。医
師
、

歯
科
医
師
、獣
医
師
、薬
剤
師
、保
健
師
、助
産
師
、看
護
師（
准

看
護
師
を
含
む
）、診
療
放
射
線
技
師
、臨
床
検
査
技
師
、理
学

療
法
士
、作
業
療
法
士
、視
能
訓
練
士
、言
語
聴
覚
士
、歯
科
衛

生
士
、歯
科
技
工
士
、栄
養
士
、あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、

は
り
師
、き
ゅ
う
師
、柔
道
整
復
師

（
6
）	河
田
志
帆
、他
。性
成
熟
期
女
性
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
尺

度
の
開
発 

女
性
労
働
者
を
対
象
と
し
た
信
頼
性
・
妥
当
性

の
検
討
。日
本
公
衆
衛
生
雑
誌
2
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4 

第
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（
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, B
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he 
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Perform
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）. J O
ccup 
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・	W
H

O
-H

PQ
 

（
世
界
保
健
機
関 

健
康
と
労
働
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
関
す
る
質
問
紙
） 

公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
hcp.m

ed.harvard.edu/hpq/info.php [A
ccessed on 

M
arch 7, 2018]

（
8
）	月
経
前
の
身
体
的.

精
神
的
な
不
快
症
状
の
こ
と
を
指
す
。

（
9
）	更
年
期（
閉
経
前
後
の
5
年
間
）に
現
れ
る
、顔
が
ほ
て
る
、汗

を
か
き
や
す
い
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
の
中
で
他
の
病
気
に

伴
わ
な
い
も
の
を
更
年
期
症
状
、そ
の
中
で
も
症
状
が
重
く

日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
も
の
を
更
年
期
障
害
と
し
た
。

（
10
）	本
調
査
で
は
、以
下
の
12
疾
患
を
婦
人
科
系
基
礎
疾
患
と
し
た
。

	

①
性
感
染
症（
H
I
V
、梅
毒
、ク
ラ
ミ
ジ
ア
等
）、②
子
宮
頸

が
ん
、③
子
宮
体
が
ん
、④
卵
巣
が
ん
、⑤
乳
が
ん
、⑥
子
宮
内

膜
症
、⑦
子
宮
筋
腫
、⑧
多
嚢
胞
性
卵
巣
症
候
群
、⑨
月
経
前

症
候
群
／
P
M
S（
月
経
前
の
身
体
的.

精
神
的
な
不
快
症
状
）、

⑩
月
経
随
伴
症
状（
月
経
痛
等
の
月
経
中
の
不
快
な
症
状
や

不
正
出
血
等
の
月
経
に
関
連
す
る
症
状
）、⑪
更
年
期
障
害
、

⑫
骨
粗
し
ょ
う
症


